
















はじめに 

現行の母子保健行政における母子の健康管理は、母子手帳交付、無料検診、妊産婦訪問指

導、措置入院、新生児・未熟児訪問指導と一連の流れの下で行なわれているものの、妊娠

以前に関しては空白である。一般的にみても、妊娠以前の女子の健康管理が重要であるこ

とは、すでに認識されてきたことであるが、最近の学問の成果は、重ねてその重要性を強

調している。つまり胎児先天異常、胎児発育遅延、胎児・新生児死亡等の発生は・妊娠す

る以前から潜在していた母体の不適な環境・疾患に起因していることが明らかになってき

たからである｡妊娠以前の女子の健康管理システムとして、本研究では学業終了後から妊娠

するまでの期間でかつ社会的に管理しやすい時期、つまり①成人式を迎える時期②新婚時

の 2つの時期に実施される健康管理法について検討してきた。 

上記の他に､現行の妊産婦健康管理に関わる問題として糖尿病スクリーニング法のあり方

と、昨年報告した｢妊娠分娩と生活環境の関連」に引続く研究として｢乳児の発育と生活環

境」について検討した。 


